The Osei-fukko and the Opposition to the Tokugawa Shogunate by 佐々木, 克
Title大政奉還と討幕密勅
Author(s)佐々木, 克




Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University






E 薩藩 ク ー デタ 一路線
E 土佐藩建白の内容
百薩長芸三藩出兵協定

























3 年 (1867) 6 月17 日 であ っ た と ， 寺村は 日記に記 し て い る (寺村日記) 2) 。
後藤は四侯会議のため上京していた，山内容堂(土佐前藩主)に献策しようと，坂本竜馬と
ともに上京してきたのであったが，四侯会議で将軍徳川慶喜に翻弄された容堂は，すでに 5 月
27 日 に ， 帰国の た め京都を後に し て いた ( 6 月2 日 ， 高知着) 。
6 月19 日 ， 寺村は後藤の意見 ・ 構想を書付に ま と め， 翌20 日 ， 後藤が在京の薩摩藩重役小松
帯万を訪問し「大議」を謀った。小松は「後藤之論に同意せり」ということであった(寺村日
記) 0 21 日 ， 佐佐木高行 (土佐藩大監察) が京都探索の命を帯びて上京 し て き た 。 そ し て こ の
日，早速に後藤らと集会し「政権返上ノ建白ノ評決」がなされた(佐佐木高行日記『保古飛日
比J) 3) 。




之三人，格別異論なし外に呼置たる浪士之巨魁も承服せり」とあるのみで， I盟約」 と い う
言葉は佐佐木高行の日記にも出てこない。




23 日 ， 在京土佐藩重役の会議で 「昨 日之議 (薩士会談) を決J (寺村日記)し「大政返上云々




7 月1 日 ， 薩藩 (西郷 ヵ ) か ら返事があ っ た。 「建白 ノ 趣旨甚ダ御同意 ノ 旨答へ来ル」 と い
うものであった(佐佐木日記)。翌 2日，薩土両藩が会して，木屋町の柏亭で後藤象二郎の送
別会が催された。そして後藤は 3日京都を発って高知に向かったのである。
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在京の諸藩士が察知する。ただ土佐藩の寺村左膳が日記に，西郷が「兵端を開く J 07 日 ) と










薩土盟約を結んで，後藤象二郎は 7 月 3日に京都を発ち， 8 日 に高知に着いた。 出発前の後
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藤の話では， 10 日 も すれば， 土佐藩の国論 (藩論) を ま と めて帰京す る ， と い う こ と であ っ た。
西郷は後藤が上京するのを待っている。後藤の話を聞いたうえで，長州へ出向きそして鹿児島
に向かうつもりなのである。しかし後藤はなかなか上京しない(結局，上京は 9月になる)。
そこで 6月 16日に久光と小松帯刀が山県・品川とかわした約束のてまえもあり，西郷は 7月





を発ち， 8 月11 日 に入京 し ， そ し て14 日 ， 西郷 と会談 し た。 そ の模様を詳細に記 し た柏村の 日
記によれば，ここで西郷は以下のように，計画を述べた。














要約すると西郷は，つぎのように話している O ①京・大坂の薩摩藩邸に 1000人の藩兵がいる














































































7 月3 日 ， 後藤象二郎 ・ 寺村左膳 らが京都か ら高知に向か っ た。 「大政返上建白 ノ 義， 老公
(容堂)へ伺ノ為」である。その際，佐佐木高行は後藤に，以下のように述べた。「十分出兵有
之度，其訳ハ，此度建白ハ不容易義ニ付，兵ヲ備へ周旋無之テハ，必ス兵力ニテ圧セラレ可申，
後藤同意シ，帰国之上其運ニ可致，云々 J (佐佐木日記) 15)0 I大条理」 建白の際に は ， 土佐藩
は十分の兵を上京させ，将軍・幕府に圧力をかけるべきである，というものである。




周知のごとく，板垣は 5 月 21日に京都で，中岡慎太郎とともに，西郷隆盛・小松帯万と会談
し「士州藩同志は，脱藩しても討幕の師に加はらんとの決意」を告げていた(文部省『維新
史J) 16) 。 かつ ては， こ れを討幕挙兵の盟約であ る と解 し た こ と も あ る が， 板垣 ・ 中岡 ・ 西郷 ・
小松等の間の，個人的な約束と評価すべきであるO板垣が「勤王過激家J 17) で あ り 坂本竜馬や
中岡とともに，土佐藩内では薩藩に近い人物ではあるが，しかし西郷らのクーデタ一計画を知
らされていたわけではない。
後藤は， 10 日 も たてば帰 っ て く る と ， 西郷 ら に語 っ たが， 上京で き なか っ た。 そ の理由 と し










そして 8 月 20日には，以下のような藩主の親書が下った。「此頃猿ニ討幕ナトト相唱ル者モ

















うした藩論を背景に，後藤・寺村らは，大政奉還の建白書を持って， 9 月 初め に上京 し たので
ある。
9 月3 日 ， 後藤 と寺村は， 大坂の西郷隆盛の旅宿で， 西郷 と 面会 し た。 西郷が土佐藩の出兵
の件を問うたので，国元には用意しており， I一左右次第」 発す る つ も り で あ る と 答え た 。 つ
いで後藤と寺村が，建白の件について話合いたいと述べると，西郷はそれについては，京都で
談合したいといった。

































































この条項は， r約定書」 の第 3 条 と ， 基本的に同 じ も の と みてよ い。 「約定書」 の第 2 条にあ る ，
議事院の建設・運営費用については，別紙では削除されている。別紙第 3条は「約定書」には
見られない学校設立の条項であるが，これは容堂の「思召J C8 月20 日 ) の主張を採用 し た も
のであるO問題は，この次である。


















































































薩藩は「兵を以て尽力」するという行動を開始した。 9 月 15日，大久保は大坂から山口に向かっ
た。同日，体調が悪い久光も，帰国のため大坂を出帆した。























































19 日 ， 大久保は植田乙次郎に， 京都で辻と話合 っ た始末か ら ， r山口表談合之次第， 細事」
にいたるまで話し，夜半まで「委事を談」じた(大久保日記)。大久保からすべてを打明けら





























1.在京の薩藩兵，約2000 (9 月 上京の島津備後の兵1000を含む)
2. 在京の芸藩兵， 約500
3. 鹿児島か ら の薩藩出兵， 859 (1 0月 6 日 ま でに ， 三田尻に集結 し た実数)
4. 長州藩兵， 480(9 月 25 日 に三田尻に集結 し た ， 諸隊人数)
5. 芸州藩兵 (⑤の兵) ， 約500



































































デターとなるのであるO以下， 10月 以降の政治局面を， 主 と し て薩摩藩に視点をあてて見て行
き fこ し ' 0
-21
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v I一挙奪玉」 の 「失機改図」


































































10月3 日 ( こ の 日 ， 土佐藩建白が， 老中板倉勝静に提出 さ れた) 辻の 「京状一丸 の報告が，
広島の藩庁に届いた。芸藩はこれを広島滞在中の広沢真臣(長州藩蔵元役，軍制惣掛)に伝え，






おおはばに遅れたことで(早ければ25， 6 日 に も ， 三田尻に到着す る約束であ っ た が， 挙兵 に
たいして藩内に異論があって，出発が後れたものであった)，しびれをきらした長州藩は，出











7 日 ， 広沢が辻 と会い， 明8 日 に ， 薩長芸三藩の会議の約束を と り つ け た。 秘密を要す る会
談の席を，大久保が設定した。今回の出兵計画に関して，三藩の首脳が同席して話合うのは，
実はこれが初めてなのである。












臣だけでの企てでは，全幅の信用を置くことができないというものであろう(以上， 6 日 か ら
の動きは，大久保日記)。
同じくこの日，大久保，西郷，小松三人の連名で， 1王室恢復の赤心を貫徹 し ， 干えを以て
其罪を討し，好兇を掃捜して，国家長久の基を開」くために「三藩，不可制の忠義暗号」した，










8 日 の三藩首脳会議の結果， 1挙兵」 計画は新た な段階に入 っ た。 武力討幕が明確に運動 目
標に加えられたのである。これまでに，武力討幕ということが意識されていなかったというの
ではな~\。それは表面きっては主張できない，いわば陰のスローガンであった。たとえば鹿児





































然るべき「宣旨Jが問題になったことだろう。挙兵体制の建直しのためには， I宣 旨」 の よ う
なものが，最も効果的だと思われるからである。











考えているOかつては， 8 日 に要請 し た 「相当の宣旨」 が 「討幕の密勅」 を要請 し た も のだ，





山格之助が山口を発って鹿児島に向かった。早ければ 25， 6 日 頃に は， 薩兵が三田尻に到着す
るという大久保の口約束は，実現しなかった。鹿児島では，大久保らの予測に反して，出兵に
対する慎重論が強かったのである。しかし遅れはしたが，出兵は実現した。だがその際に先に





(9 月 の島津備後の出兵に続 く ) こ の度の出兵に際 し て， た と え名義 ・ 名分がな く と も ， い
よい京都で武力討幕にむけて兵を動かすのだ，とうな噂が藩内広ったろ。
諭告はそうした「末々」の噂を， r心得違」 であ り 「意外千万」 であ る と ， 強 く 打 ち 消 そ う と
しているのであ。そこ出兵は，くまも禁閥=朝廷警衛ためと述べ
である。




















3000 C こ こ に島津主殿率兵859が含ま れ る ) であ る O 長州、!藩 も 同様であ る O 当初 9 月 末 に三田



































lこ一決 し ， 藩主の率兵出馬を う ながす と い う 重大な仕事であ る 。 三人がそ ろ っ て行 く べ き大事
であった。これに広沢も同行した。 21日夜，三田尻着。 22日，西郷と小松は広沢とともに山口
にゆき，藩主父子に会った。 23日夜，大久保ら三人は三田尻出帆。
26 日 ， 鹿児島着。 す ぐ に登城 し て， 藩主茂久 と久光に 「逐一言上」 し た。27 日 ， 重臣一同に
よる「衆議」がなされ， 28 日 ， 藩主父子に衆議の結果を報告。 そ し て29 日 ， I太守様 (茂久)
御上京御決定」となった。藩主自らが兵を率いて，武力討幕のために出馬することが，ここで
決定したのであった(大久保日記)。
ところで，周知のごとく将軍慶喜が大政奉還を上表したために， I十四 日 の条々 (討幕密勅) ，





















11月23 日 ， 島津茂久は約3000の兵を率いて入京 し た。28 日 に は， 浅野茂勲 (芸世子) が兵300
を率いて入京。 29日，約1200の長州藩兵が兵庫打出浜に上陸。武力討幕派の結集に，慶喜は武
力で対決することを，とりあえず断念した。
12月5 日 ， 慶喜は松平容保を， 暴発 し な い よ う 諭 し た 37) 。 こ の 日 大久保 は藩地あ て の手紙
に，幕府側で武力で対決しようとする者は「会津而己J 38)と報告していた。その会津に，慶喜
は動くことを禁じたのであるO大久保の気懸りは，この段階では幕府側よりも朝廷側である。





9 日 ， 王政復古 ク ー デ タ ーが行なわれ， 天皇が王政復古の大号令を発 し た。 そ こ では以下の
ことが宣言主張されていた。①，徳川内府(慶喜)に委任していた「大政Jの返上と，天皇が
























ただ一つだけ言えるのは，その出発点の一つは，慶応 1 (1865)年 9月 21日の長州再征勅許
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